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震補強工事を支援します。
　2030年ごろまでに発生する確率が約50％と予測されている南海地震の対
策として、吉野川市では、昨年度に引き続き耐震診断の費用を助成します。
対象住宅となる木造住宅
　次の要件を満たす木造住宅が対象となります。
　　①昭和56年５月31日以前に着工された住宅
　　②在来軸組工法や伝統工法により建築された木造住宅（木質プレハブ工法や2×4工法は除く）
　　③３階建てまでの住宅（併用住宅、共同住宅・長屋、借家を含む）
　　④吉野川市内にあり、現在、居住している住宅
募集戸数　120戸予定
申込受付期間　
　　平成23年２月10日（木）まで
　　※受け付けは先着順とし、募集戸数を満たし
　　　た時点で受け付けを終了します。
自己負担金
　１戸建て　3,000円
　２戸以上の共同住宅等　6,000円
申込方法
　都市計画住宅課（市役所２階）または支所地域課（川島・山川・美郷）に備え付けの申込書に
必要事項を記入の上、添付書類と一緒に都市計画住宅課へ申し込みください。
　申込書は吉野川市のホームページからもダウンロードできます。
申込書類
　①木造住宅耐震診断申込書
　②添付書類
　　○外観写真（Ｌ版２枚）
　　○住宅の位置を示す地図（住宅地図等のコピー可）
　　○ 建築時期のわかる書類（建築確認通知書、建物の登記簿、家

屋固定資産税課税明細書など）
　　○長屋建・共同住宅などの借家については、入居者全員の同意書。申請者は建物の所有者

対象住宅となる木造住宅　
　① 平成16年度から平成22年度において吉野川市が実施した耐震診断の結果、総合評点が0.7
未満と診断された住宅

　②耐震改修計画書で、評点が1.0以上に改善されるもの
　③平成23年２月末までに工事が完了するもの
　④県の耐震改修施工者等登録名簿に登録している業者で工事を行うもの
募集戸数　10戸予定

◆まずは耐震診断をしましょう！

◆耐震改修工事を検討しましょう！

「能登半島地震」輪島市　H19.3.30　徳島県撮影
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南海地震にそなえ、家の耐
申込受付期間　平成22年12月28日（火）まで
　　　　　　　※ 受け付けは先着順とし、募集戸数を満たした時点で

受け付けを終了します。
申込書類
　工事着手前に次の書類を提出してください。
　　①補助金交付申請書
　　②添付書類（改修計画書、計算内容、見積書など）
　　添付書類は、施工業者が作成したもの
補助額
　耐震改修工事費の２／３の額で、最高60万円（1,000円未満は切り捨て）
　工事完了報告後に、補助金を支払います。　
　

補助対象
　①調査または除去工事を行う建築物の所有者等であって、市税等の滞納のない方
　②吉野川市内の建築物
　③吹き付けアスベストまたはアスベスト含有吹き付けロックウールに限る
　④調査は③の吹き付け材についてのアスベスト含有の有無に係る分析調査
　⑤除去工事は③の吹き付け材について除去を行うもの
募集戸数
　○調査　戸数制限なし
　○除去工事　１件
申込受付期間
　平成23年２月10日（木）まで
　※受け付けは先着順とし、募集戸数を満たした時点で受け付けを
　　終了します。
補助金の額
　次の金額を上限とします。
　○調査補助金　25万円
　○除去補助金　200万円（補助対象経費の2/3の額）

※まずは、お問い合わせください。担当者が確認に参ります。

吹き付けアスベストの調査・除去工事に補助金を交付します

●問い合わせ・申し込み
　市都市計画住宅課　建築営繕室　☎　  2224
　市ホームページアドレス（申請様式ダウンロード）
　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/e_service/sinsei/index.asp

○22



❹2010年（平成22年）5月12日

広報よしのがわ

すべての手続きが一度で簡単に

　便利で安心な口座振替を!!

３つの便利と２つの安心

手続きは近くで簡単 ずーっと安心

～口座振替取扱金融機関～
　〇阿波銀行　 〇麻植郡農業協同組合　 〇徳島銀行 　〇四国銀行
　〇四国労働金庫   〇徳島信用金庫   〇ゆうちょ銀行

≪口座振替できる市税等≫

＊市県民税  ＊固定資産税  ＊国民健康保険税  ＊軽自動車税
＊介護保険料　＊後期高齢者医療保険料　＊市営住宅使用料
＊住宅新築資金償還金  ＊保育料  ＊水道料金  ＊下水道使用料

詳しいことは、
　市会計課（市役所1階）　☎　  2214○22

☆統一様式で一度にすべての手続きができるので簡単・便利です。
☆ あなたの指定した口座から、自動的に振り替え納付ができるので、手間がか
からず便利です。
☆わざわざ金融機関や市役所の窓口に出向いて支払う必要がないので便利です。
☆納付のために現金を持ち歩く必要がないので、安全・安心です。
☆納め忘れがなくなるので、忙しいときでも安心です。

振替を希望する預貯金通帳と届出印を持参し、口座振替取扱金融機関､ 市役
所会計課、市役所各支所地域課および市税等の各担当課でお申し込みください。
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市 税 納 期 の お 知 ら せ

１．納期限が休日その他政令で定める日のときは、その翌日が納期限となります。
２．市税の第１期の納期に全期用の納付書と１年分（各期）の納付書をまとめてお送りします。
　◎　各期に納税される方は、１年分（各期）の納付書を大切に保管のうえ、各納期に納めてください。
　　　納期前でも納付することができます。
　◎　 年税額を一括して納税される方は、（全期用）と記載された納付書で第１期の納期に納めてくだ

さい。
　◎　口座振替を利用して納税される方は、ご指定の口座から納期の末日に振り替えます。
３ ．前納報奨金は、固定資産税、市・県民税が交付対象です。前納した納付税額の100分の１に納期前
に係る月数を乗じて得た額です。（報奨金の額が500円未満の場合は交付しません。また20万円を超
えるときは20万円となります。）

　※　 国民健康保険税が国保世帯主の年金から天引き（特別徴収）される部分、および市・県民税が年
金から天引き（特別徴収）される部分は除きます。

 納        期 国民健康保険税  固定資産税  軽自動車税 市・県民税

５月
１日～31日 全期
18日～31日 １期・全期

６月 17日～30日 １期・全期
７月 １日～31日 １期・全期 ２期
８月 １日～31日 ２期
９月 １日～30日 ３期 ２期
10月 １日～31日 ４期
11月 １日～30日 ５期 ３期
12月 １日～25日 ３期
１月 １日～31日 ６期

平成22年度吉野川市税の納期は次のとおりです。納期内の納付をお願いします。

●問い合わせ　市税務課（市役所1階）　☎　  2215○22

　平成22年度の自動車税の納期限は５月31日（月）です。納期内に納めてください。
　領収証書に添付されている「納税証明書」は、車検（継続検査または構造等変更検査）
の際に必要になりますので、大切に保管してください。

●問い合わせ　徳島県自動車税事務所　☎088（641）2323

自動車税は納期内に！
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平成22年度国民健康保険税について
☆課税限度額の変更
　地方税法の改正に伴い、次のように課税限度額が変更になりました。
　医療分は50万円、支援金分は13万円（介護分は10万円で、変更ありません。）合計73万円となりま
した。
　　　　
☆非自発的失業者に係る国民健康保険税の軽減
　倒産や解雇等により失業し、国民健康保険に加入された方のうち、下記対象者に該当する場合は、申請
により一定期間国民健康保険税が軽減されます。（離職理由により軽減できない場合があります。）平成
22年4月から施行されていますので、該当になると思われる方は、税務課課税第2係（市役所1階）へご
相談ください。

　●対象者　　①離職日が平成21年3月31日以降の方。
　　　　　　　②失業時点で、65歳未満の方。
　　　　　　　③ハローワークにて諸手続きを済ませ、求職活動をされている方。
　　　　　　　④ 特定受給資格者（倒産・解雇などによる離職）もしくは特定理由離職者（雇い止めなど

による離職）で、雇用保険受給資格者証に記載された離職理由コードが下記に該当する
方。

　　　　　　　　　　　　特定受給資格者（11・12・21・22・31・32）
　　　　　　　　　　　　特定理由離職者（23・33・34）
　　　　　　　①②③④すべての条件を満たした方に限ります。
　
　●軽減額　　 対象は給与所得のみで、前年の給与所得を30／100として算定します。上記の対象者で

あっても、給与所得以外の所得や、上記の対象者以外の被保険者の給与所得については、
軽減対象となりません。

　
　●対象期間    離職日の翌日の属する月から、その月の属する年度の翌年度末までとします。（離職日が

平成21年3月31日～平成22年3月30日の場合は平成22年度のみの軽減適用となりま
す）社会保険等に切り替わった場合、軽減は終了します。

　
　●必要なもの　 雇用保険受給資格者証、印鑑。

 
　 　平成21年10月31日に離職した特定受給資格者（53歳）で、前年の所得が120万円。固定資産税は
なし。一人世帯で平成21年11月1日から国民健康保険に加入した場合。

●問い合わせ　税務課　課税第２係　☎　  2215○22

≪平成22年度国民健康保険税額≫

軽　減　前（100/100) 軽　減　後（30/100)

医 療 分　　　　　102,000円
支援金分　　　        34,100円
介 護 分　　            20,200円

医 療 分　　　　　33,300円
支援金分　　　      10,300円
介 護 分　　            8,700円

合　　計　　　　　156,300円 合　　計　　     　 52,300円

◆軽減対象期間　　　　平成22年4月～平成23年3月まで

◆軽　減　額　　  　104,000円（156,300円－52,300円）　

軽減の例
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共
聴
施
設
で
テ

レ
ビ
を
ご
覧
の
方
へ

経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
が
ま
だ
受
信

で
き
な
い
方
へ
の
支
援

　

２
０
１
１
年
７
月
24
日
に
ア
ナ

ロ
グ
放
送
は
終
了
し
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
移
行
し
ま
す
の
で
、

マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
の

集
合
住
宅
共
聴
施
設
や
、
ビ
ル
陰

な
ど
の
受
信
障
害
に
よ
る
共
同
ア

ン
テ
ナ
設
備
に
つ
い
て
も
、
地
デ

ジ
へ
の
対
応
が
必
要
で
す
。

　

共
聴
施
設
の
地
デ
ジ
対
応
は
、

対
応
方
法
の
決
定
や
工
事
等
に
時

間
を
要
し
ま
す
の
で
、
早
急
に
地

デ
ジ
へ
の
対
応
が
必
要
で
す
。

　

デ
ジ
サ
ポ
徳
島
で
は
、
こ
れ
ら

共
聴
施
設
の
地
デ
ジ
化
対
応
を
促

進
す
る
た
め
、
次
の
助
成
金
制
度

等
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

お
申
し
込
み
は
、
原
則
と
し
て

集
合
住
宅
の
所
有
者
か
施
設
管
理

者
と
な
り
ま
す
。

●
助
成
金
制
度

受
信
障
害
共
聴
施
設

①
施
設
改
修
費
用
の
１
／
２
を
助

成②
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
の
場

合
は
初
期
費
用
の
１
／
２
を
助
成

（
施
設
改
修
よ
り
安
価
な
場
合
に

限
る
）

③
申
込
受
付
期
限

平
成
22
年
７
月
30
日
㈮

集
合
住
宅
共
聴
施
設

①
施
設
改
修
費
用
の
最
大
１
／
２

を
助
成

②
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
移
行
の
初
期

費
用
の
１
／
２
を
助
成
（
施
設
改

修
よ
り
安
価
な
場
合
に
限
る
）

③
世
帯
ご
と
の
負
担
が
３
万
５
０

０
０
円
を
超
え
る
場
合
に
適
用

④
申
込
受
付
期
限

平
成
22
年
８
月
31
日
㈫

※
ど
ち
ら
の
助
成
金
制
度
も
、
事

前
に
申
請
し
、
交
付
決
定
後
に
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

総
務
省
徳
島
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
徳
島
）

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
５
７
６
８

℻  
０
８
８
（
６
２
５
）
５
６
１
８

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

等
で
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る
こ

と
が
難
し
い
世
帯
に
対
す
る
支
援

を
、
平
成
22
年
度
も
引
き
続
き
行

い
ま
す
。

支
援
の
申
込
受
付
期
限

平
成
22
年
７
月
２
日
㈮

支
援
の
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か

つ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
が
全
額

免
除
と
な
っ
て
い
る
世
帯

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を

受
け
て
い
る
世
帯

②
障
害
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ

れ
て
い
る
世
帯

支
援
の
内
容

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す

る
た
め
の「
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
」

の
無
償
給
付
、
訪
問
設
置
を
行
い

ま
す
。
ま
た
共
同
受
信
施
設
や
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
そ
の
改
修
経
費
と

し
て
支
援
を
受
け
る
世
帯
が
負
担

す
る
額
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
（
０
３
３
８
４
０
）

（
右
記
の
番
号
に
つ
な
が
ら
な
い

と
き
☎
０
４
４
（
９
６
９
）
５
４

２
５
）

平
日
：
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
／
土
・
日
・

祝
日
：
午
前
９
時
〜

午
後
６
時

●とき　5月20日（木）午前10時～午後3時　●ところ　市役所2階203会議室
●問い合わせ　徳島県社会保険労務士会　☎0120（967951）予約制

「ねんきん定期便」の送付に伴う
社会保険労務士の年金相談



❽2010年（平成22年）5月12日

広報よしのがわ

市
職
員
人
事
異
動

主
幹
級
以
上　
　
　

４
月
１
日
付

（　
　

）
内
旧
任

川
島
薬
草
園

〈表紙写真〉

シ
ャ
ク
ナ
ゲ　
　

ツ
ツ
ジ
科

　

川
島
薬
草
園
に
あ
る
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
は
、
北
海
道
か
ら
本
州
の

中
部
以
北
の
亜
高
山
帯
、
高
山

帯
の
湿
地
に
生
え
る
常
緑
小
低

木
で
、
北
半
球
の
高
山
や
寒
地

に
分
布
し
て
い
ま
す
。 

　

花
は
６
〜
７
月
、
枝
先
に
淡

紅
色
の
つ
ぼ
形
の
花
を
数
個
散

形
状
で
下
向
き
に
つ
け
ま
す
。

 

葉
は
、
互
生
、
長
だ
円
形
で

葉
質
は
革
質
で
端
が
外
側
に
丸

ま
る
特
徴
が
あ
り
、
枝
先
の
葉

は
数
枚
輪
生
し
ま
す
。

　

ま
た
、
葉
に
は
ロ
ー
ド
ト
キ

シ
ン
な
ど
の
ケ
イ
レ
ン
毒
を
含

む
有
毒
植
物
で
、
摂
取
し
過
ぎ

る
と
吐
き
気
や
下
痢
、
呼
吸
困

難
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
適
量
で
あ
れ
ば
利
尿

薬
や
リ
ウ
マ
チ
、
痛
風
な
ど
に

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

市
長
部
局

 

部
長
級 

▼
総
務
部
理
事
（
総
務

部
次
長
〔
総
務
課
長
事
務
取
扱
〕）

河
野
隆
義
▼
市
民
部
長
（
人
権
課

長
）
玉
井
豊
▼
健
康
福
祉
部
長

（
福
祉
事
務
所
長
〔
健
康
福
祉
部

次
長
〕）
北
川
博
▼
産
業
経
済
部

長
（
産
業
経
済
部
次
長
〔
農
林
業

振
興
課
長
事
務
取
扱
〕）
楠
勉
▼

建
設
部
長
（
産
業
経
済
部
長
）
平

岡
重
利

 

次
長
級 

▼
総
務
部
次
長
〔
総
務

課
長
事
務
取
扱
〕（
水
道
課
長
）

工
藤
利
夫
▼
市
民
部
次
長
〔
環
境

局
長
〕（
農
地
整
備
室
長
）
重
清

俊
夫
▼
福
祉
事
務
所
長
〔
健
康
福

祉
部
次
長
〕（
国
保
年
金
課
長
）

大
塚
文
夫
▼
産
業
経
済
部
次
長

〔
農
業
振
興
課
長
事
務
取
扱
〕（
福

祉
総
務
課
長
）
池
上
茂
和

 

課
長
級 

▼
税
務
課
長
（
税
務
課

徴
税
企
画
監
）
笠
井
幸
宏
▼
防
災

対
策
課
長
（
総
務
課
主
幹
〔
中
央

広
域
環
境
施
設
組
合
派
遣
〕）
村

田
登
志
雄
▼
会
計
課
長
（
川
島
支

所
地
域
課
長
）
毛
利
益
三
▼
鴨
島

支
所
地
域
課
長
（
市
民
生
活
課
長

兼
鴨
島
支
所
地
域
課
長
〔
選
挙
管

理
委
員
会
書
記
長
併
任
〕
髙
木
正

武
▼
川
島
支
所
地
域
課
長
（
生
涯

学
習
課
課
長
補
佐
兼
人
権
社
会
教

育
係
長
〔
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

併
任
〕）
矢
田
一
郎
▼
市
民
生
活

課
長〔
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
〕

（
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）
桑
原

久
男
▼
国
保
年
金
課
長
（
国
保
年

金
課
主
幹
兼
高
齢
者
医
療
係
長
）

宮
本
晴
義
▼
人
権
課
長
（
人
権
課

主
幹
兼
人
権
推
進
係
長
〔
隣
保
館

担
当
〕）
樫
葉
昇
▼
環
境
局
環
境

企
画
課
長
（
環
境
局
環
境
企
画
課

課
長
補
佐
兼
環
境
企
画
係
長
）
岡

田
晋
▼
福
祉
総
務
課
長
（
税
務
課

長
）
貞
野
修
二
▼
介
護
保
険
課
長

（
税
務
課
課
長
補
佐
兼
資
産
税
係

長
）
丸
亀
武
司
▼
健
康
推
進
課
長

（
環
境
局
環
境
企
画
課
長
）
加
藤

あ
け
み
▼
農
地
林
業
課
長
（
監
理

課
長
）井
内
克
典
▼
監
理
課
長（
監

理
課
工
事
検
査
監
）
松
岡
一
雄
▼

監
理
課
工
事
検
査
監
（
監
理
課
課

長
補
佐
兼
工
事
検
査
係
長
）
杉
友

善
一
郎
▼
都
市
計
画
住
宅
課
建
築

営
繕
室
長
（
都
市
計
画
住
宅
課
課

長
補
佐
兼
建
築
営
繕
係
長
）
戸
出

敏
夫
▼
水
道
課
長（
下
水
道
課
長
）

松
田
仁
▼
下
水
道
課
長
（
生
涯
学

習
課
長
）
杉
本
克
仁

 

主
幹
級 

▼
企
画
財
政
課
主
幹
兼

統
計
調
査
係
長
兼
情
報
公
開
係
長

（
企
画
財
政
課
課
長
補
佐
兼
統
計

調
査
係
長
兼
情
報
公
開
係
長
）
中

井
俊
男
▼
鴨
島
支
所
地
域
課
主
幹

兼
地
域
振
興
係
長
兼
総
合
窓
口
係

長
兼
市
民
生
活
課
主
幹
（
鴨
島
支

所
地
域
課
主
幹
兼
地
域
振
興
係
長

兼
市
民
生
活
課
主
幹
）
武
田
計
次

▼
国
保
年
金
課
主
幹
兼
高
齢
者
医

療
係
長
（
庶
務
議
事
課
課
長
補
佐

兼
庶
務
議
事
係
長
）
犬
伏
司
▼
会

館
担
当
主
幹
兼
こ
だ
ま
会
館
館
長

（
こ
だ
ま
会
館
館
長
〔
主
幹
〕）
後

藤
田
修
三
▼
環
境
局
環
境
企
画
課

主
幹
〔
中
央
広
域
環
境
施
設
組
合

派
遣
〕（
水
道
課
課
長
補
佐
兼
業

務
係
長
）
新
居
博
文
▼
環
境
局
環

境
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
総
務
係
長

〔
西
環
境
セ
ン
タ
ー
担
当
〕（
子
育

て
支
援
課
主
幹
兼
児
童
保
育
係

長
）
富
樫
正
▼
川
島
乳
児
保
育
所

副
所
長
（
山
川
東
保
育
所
所
長
補

佐
）
川
村
静
子

教
育
委
員
会

 
部
長
級 

▼
教
育
次
長
（
学
校
教

育
課
長
）
貞
野
雅
己

 

課
長
級 
▼
教
育
総
務
課
長
（
総

務
課
主
幹
兼
人
事
給
与
係
長
）
鎌

田
宏
道
▼
学
校
教
育
課
長
（
徳
島

県
教
育
委
員
会
）
岡
田
吉
弘
▼
生

涯
学
習
課
長
（
防
災
対
策
課
長
）

河
内
由
夫
▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
（
都
市
計
画
住
宅
課
課
長
補

佐
兼
住
宅
係
長
）
野
口
修
司

 

主
幹
級 

▼
生
涯
学
習
課
主
幹
兼

文
化
振
興
係
長
（
福
祉
総
務
課
課

長
補
佐
兼
高
齢
福
祉
係
長
）
三
木

啓
行

議
会
事
務
局

 

部
長
級 

▼
議
会
事
務
局
長
（
議

会
事
務
局
次
長
〔
庶
務
議
事
課
長

事
務
取
扱
〕）
貞
野
治
夫

 

次
長
級 

▼
議
会
事
務
局
次
長

〔
庶
務
議
事
課
長
事
務
取
扱
〕（
教

育
総
務
課
長
）
柿
部
美
彦

 

退
職
（
３
月
31
日
付
）
▼
藤
本

文
子
（
政
策
監
）
▼
須
藤
良
一

（
市
民
部
長
）
▼
松
田
公
男
（
健

康
福
祉
部
長
）
▼
竹
前
晴
夫
（
建

設
部
長
）
▼
藤
井
通
博
（
議
会
事

務
局
長
）
▼
三
橋
幸
男
（
環
境
局

長
）
▼
原
田
正
昭
（
介
護
保
険
課

長
）
▼
杜
あ
つ
子
（
健
康
推
進
課

長
）
▼
高
瀬
美
佐
子
（
会
計
課
長
）

▼
吉
浦
隆
治
（
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
）
▼
池
渕
一
郎
（
環
境
セ

ン
タ
ー
）
▼
松
田
敬
二
（
環
境
セ

ン
タ
ー
）
▼
椙
原
洋
介
（
山
川
支

所
地
域
課
）
▼
山
田
政
弘
（
環
境

企
画
課
）
▼
蔵
本
政
則
（
八
坂
会

館
）
▼
喜
多
壽
恵
（
健
康
推
進
課
）

▼
後
藤
田
宇
一
（
美
郷
支
所
地
域

課
）
▼
松
下
国
継
（
環
境
セ
ン
タ

ー
）
▼
菅
敏
子
（
川
島
西
保
育
所
）

▼
妹
尾
美
枝
（
川
島
乳
児
保
育
所
）

▼
三
好
正
江
（
鴨
島
呉
郷
保
育
所
）

▼
大
蔭
チ
エ
子
（
美
郷
中
学
校
）



問
い
合
わ
せ

❾ 2010年（平成22年）5月12日

広報よしのがわ

  

「
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
」
に
つ
い
て

　

家
庭
の
中
で
起
こ
る
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
。
夫
婦
と
い
う
関
係
の

間
の
暴
力
で
あ
る
た
め
、
潜
在
化

し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
に

悩
ん
で
い
る
方
が
、
身
近
な
相
談

窓
口
の
存
在
を
知
り
、
相
談
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
相
談

窓
口
の
電
話
番
号
を
音
声
ガ
イ
ド

で
案
内
す
る
「
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
」

が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
「
フ
レ
ア
と
く
し
ま
」（
徳

島
県
立
男
女
共
同
参
画
交
流
セ
ン

タ
ー
）
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
ご
相
談
、
ご
予
約
は

電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☎
０
８
８
（
６
２
６
）
６
１
８
８

※
電
話
相
談

●
実
施
日　

月
、
水
、
木
、
金
、

土
（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌

日
が
休
み
）　

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

※
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
（
予

約
制
）

　

弁
護
士
が
離
婚
、
相
続
、
土
地

家
屋
な
ど
の
法
律
的
な
問
題
の
相

談
を
、
１
人
30
分
以
内
で
お
受
け

し
ま
す
。

●
対
象　

女
性

●
実
施
日　

毎
月
第
２
木
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

※
女
性
の
た
め
の
面
接
相
談
（
予

約
制
）

●
対
象　

女
性

●
実
施
日　

毎
月
第
１
・
３
・
４
木

曜
日
午
前
10
時
〜
正
午　

午
後
１

時
〜
４
時　

　
徳
島
県
立
男
女
共
同
参
画
交
流
セ

ン
タ
ー
「
フ
レ
ア
と
く
し
ま
」
徳

島
市
山
城
町
東
浜
傍
示
（
ア
ス
テ

ィ
と
く
し
ま
内
）（
火
曜
日
閉
館

日
）

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
３
９
１
１

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１

～農地整備室に農林業振興課の林業部門を統合し農地林業課に～
～農林業振興課は農業振興課に名称変更～
～都市計画住宅課内に建築営繕室を設置～

【市役所庁舎】

※市役所・各庁舎内の組織（部・課等）の一覧は14～15ページに掲載しています。

産業経済部
（２階）

農業振興課
　　☎㉒2228 農業食育係

農地林業課
　　☎㉒2223

農地総務係

事業第１係

事業第２係

事業第３係

建　設　部
（２階）

都市計画住宅課
　　☎㉒2225

計 画 係

事 業 係

住 宅 係

建築営繕室
　☎㉒2224 建築営繕係

農林業振興課
　　☎㉒2228

農業食育係

林 業 係

農地整備室
　　☎㉒2223

農地総務係

事業第１係

事業第２係

都市計画住宅課
　　☎㉒2225

計 画 係

事 業 係

住 宅 係

建築営繕係

新 旧

市役所内の組織が一部変わりました。
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問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！

問
い
合
わ
せ

　

平
成
22
年
度
間
伐
促
進
事
業
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

事
業
の
種
類
・
補
助
率

○
間
伐
実
施
事
業
（
除
間
伐
・
切
捨
間

伐
）
／
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
国
庫

補
助
事
業
の
標
準
単
価
の
10
％
以
内

○
間
伐
材
利
用
促
進
事
業（
搬
出
間
伐
）

　
「
子
ど
も
手
当
」
は
、
次
世
代
の
社

会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を

社
会
全
体
で
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
新

た
な
制
度
で
す
。

●
受
給
対
象
者

０
歳
か
ら
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も

を
監
護
し
て
い
る
方

●
手
当
の
額

子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
月
額
１
万
３
０

０
０
円
（
平
成
22
年
度
）

　

初
め
て
の
支
払
い
は
、
６
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

住
所
の
あ
る
市
町
村
で
の
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
を
し
て
い

な
い
方
、
ま
た
は
対
象
者
と
思
わ
れ
る

方
は
、
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、
５
月

末
ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
た
方
は
、
新
た
な
申
請
手

　

国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成
22
年

４
月
か
ら
保
育
所
へ
の
途
中
入
所
児
の

年
齢
の
取
り
扱
い
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
途
中
入
所
児
童
の
取
り

扱
い
は
、
入
所
申
し
込
み
時
点
で
の
年

齢
を
適
用
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
４
月

１
日
時
点
の
年
齢
を
適
用
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、子
育
て
支
援
課（
川
島
庁

「
子
ど
も
手
当
」
を
支
給
す
る

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

農
地
を
放
置
し
て
お
く
と
、
近
隣
に

対
し
て
多
大
な
迷
惑
が
か
か
る
の
で
早

急
に
復
元
し
、
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
近
年
、
農
地
と
住
宅
の
混
在
化

が
進
み
、
農
地
へ
の
堆た
い

肥ひ

施
用
時
の
悪

臭
、
も
み
殻
・
草
等
の
焼
却
時
の
苦
情
、

農
地
の
除
草
等
の
苦
情
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

周
辺
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
、
農
地
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
と
と
も
に
、
近
隣
住
民
の
ご
理
解
も

併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

市
農
業
振
興
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
８

市
間
伐
促
進
事
業
の
申
込
受
付
中

／
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
国
庫
補
助

事
業
の
標
準
単
価
の
25
％
以
内

交
付
申
請
期
限　

11
月
１
日
㈪
ま
で

交
付
の
条
件

・
事
業
が
森
林
整
備
に
か
か
る
国
庫
補

助
事
業
（
阿
波
麻
植
森
林
組
合
）
と
し

て
採
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
市
内
に
お
い
て
山
林
を
所
有
し
、
か

つ
当
該
市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方
。

・
当
該
年
度
内
に
間
伐
を
行
っ
た
山
林

で
あ
る
こ
と
。

必
要
な
も
の

 

交
付
申
請
時　

印
鑑
、
施
業
地
の
位

置
図
、
施
業
実
施
前
の
写
真

 

実
績
報
告
時　

印
鑑
、
施
業
図
一
式
、

施
業
実
施
状
況
お
よ
び
実
施
完
了
後
の

写
真
・
売
上
伝
票
（
搬
出
間
伐
）

※
こ
の
補
助
金
は
、
市
補
助
金
交
付
規

則
お
よ
び
間
伐
促
進
事
業
補
助
金
交
付

要
綱
の
規
定
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
を
行
い
ま
す
。

補
助
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

翌
年
以
降
に
申
請
を
繰
り
越
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

市
農
地
林
業
課　

      

☎
㉒
２
２
２
３

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
で
、
新

た
に
子
ど
も
手
当
の
対
象
と
な
る
子
ど

も
（
原
則
と
し
て
中
学
２
年
生
と
３
年

生
）
が
い
る
場
合
に
は
、「
子
ど
も
手

当
額
改
定
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育
て
支

援
課
（
川
島
庁
舎
１
階
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
子
育
て
支
援
課      

☎
㉕
６
６
１
４

保
育
所
途
中
入
所
児
童
の
年
齢

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

農
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

舎
１
階
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
子
育
て
支
援
課　
　
☎
㉕
６
６
１
４
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あ
な
た
も
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

筋
力
ア
ッ
プ
教
室「
パ
ワ
ー
・
デ
イ
」

参
加
者
募
集

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
方

利
用
期
間　

７
月
〜
９
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
21
（
川
島
町
川
島
１
０
６-

２
☎ 

㉖
３
０
１
０
）

※
見
学
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
実
施
場

所
へ
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
等
は
介
護
保
険
課
（
川
島
庁

舎
1
階
）、支
所
地
域
課
（
鴨
島
・
山
川
・

美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切　

６
月
11
日
㈮

利
用
コ
ー
ス
・
運
動
の
内
容

【
水
中
運
動
（
入
門
・
向
上
）
コ
ー
ス
】

春
の
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

下
水
処
理
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

６
月
１
日
は
、

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

　

身
の
回
り
に
起
こ
る
い
ろ
い
ろ
な
問

題
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

　

行
政
な
ど
に
要
望
の
あ
る
方
、
生
活

で
悩
み
を
持
た
れ
て
い
る
方
は
、
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
す
べ
て
無
料
で
、
秘
密
は
か

た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

総
合
相
談
所
（
行
政
・
人
権
・
福
祉
・

消
費
者
問
題
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
）

行
政
相
談
所
（
行
政
に
関
し
て
の
要
望

な
ど
の
相
談
）

市
総
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
３
１
　

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
促
進
と
適
正

利
用
を
図
る
た
め
、供
用
開
始
区
域
内
の

世
帯
ご
と
に
下
水
道
処
理
の
現
況
を
把

握
し
て
、効
果
的
に
事
業
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
調
査
員
（
２
人
１
組
・
調
査
員

証
と
身
分
証
明
書
を
携
帯
）
が
訪
問
し

た
お
り
に
は
聞
き
取
り
調
査
や
、
市
が

管
理
す
る
敷
地
内
の「
公
共
汚
水
ま
す
」

の
点
検
な
ど
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

市
下
水
道
課　

総
務
係

☎
42
３
３
９
９

　
「
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
」「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
だ

ろ
う
」
な
ど
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
人
権
擁
護

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

各
相
談
場
所
・
相
談
時
間

○
飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
毎
月
第
２
木
曜
日
）

温
水
プ
ー
ル
で
歩
行
を
中
心
と
し
た
水

中
運
動

【
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
入
門
・

向
上
）
コ
ー
ス
】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

な
ど
を
使
用
し
た
運
動

※
定
員
・
必
要
最
低
人
数
が
あ
り
ま
す
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
、

必
要
最
低
人
数
を
満
た
さ
な
い
場
合
は

希
望
の
グ
ル
ー
プ
を
利
用
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

市
介
護
保
険
課　

地
域
支
援
係

　

☎
㉕
６
６
２
７

集積所の資源ごみを持ち去ることは、犯罪です。刑法により罰せられます。

問
い
合
わ
せ

○
川
島
庁
舎
人
権
擁
護
委
員
事
務
室

（
毎
月
第
３
火
曜
日
）

○
山
川
庁
舎
会
議
室

（
毎
月
第
４
水
曜
日
）

○
美
郷
庁
舎
会
議
室
（
３
月
、
９
月
の

第
３
火
曜
日
）

※
６
月
１
日
と
12
月
６
日
は
、
特
設
相

談
所
を
各
相
談
場
所
で
設
け
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
か
ら
４
時
ま
で

市
人
権
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
２
９

問
い
合
わ
せ

総合相談所
開催日 開催場所 時　間

５月17日㈪ 牛島地区公民館（☎㉔8685）

午前9時～
　　　正午

５月18日㈫ 飯尾敷地コミュニティセンター
　　　　　　　 （☎㉔4244）

５月19日㈬ 森山地区公民館（☎㉒3655）
５月20日㈭ 市役所1階相談室（☎㉒2231）
５月21日㈮ 西麻植会館　　  （☎㉔5779）

行政相談所
開催日 開催場所 時　間

５月22日㈯ ショッピングタウン鴨島セレブ
（南側出入り口前）

午後1時～
　　　4時５月23日㈰
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国
勢
調
査
の
調
査
員
募
集

〜
あ
な
た
も
調
査
員
に
登
録
し

て
み
ま
せ
ん
か
〜

第
３
回
吉
野
川
市
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
開
催

成
人
式
実
行
委
員
会
の
委
員
募
集

　

５
年
に
１
度
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
が
、

平
成
22
年
10
月
１
日
に
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
約
１
万
７
５
０
０
世
帯
、

約
４
万
５
０
０
０
人
が
調
査
対
象
で
、

３
０
０
人
以
上
の
調
査
員
が
必
要
と
な

る
た
め
、
統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

資
格　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

・ 

市
内
に
居
住
し
、
20
歳
以
上
で
調
査

活
動
が
で
き
る
方

・ 

税
務
、
警
察
、
選
挙
に
関
係
の
な
い

方
・
調
査
で
知
り
得
た
秘
密
を
守
れ
る
方

任
命
期
間　

９
月
１
日
〜
10
月
31
日

仕
事
内
容

　

①
事
務
説
明
会
へ
の
出
席

　
　

←

　

吉
野
川
市
で
は
、
平
成
23
年
の
成
人

式
を
企
画
・
運
営
す
る
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

新
成
人
の
代
表
と
し
て
、
成
人
式
実

行
委
員
に
な
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　

10
人
程
度

募
集
期
間　

６
月
10
日
㈭
ま
で

対
象
者　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成

３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
成
人

式
実
行
委
員
会
（
お
盆
・
年
末
等
、
２

〜
３
回
程
度
開
催
予
定
）
に
出
席
し
て

い
た
だ
け
る
方

市
生
涯
学
習
課　
　

 　
☎
42
４
１
１
５

　

②
担
当
調
査
区
の
確
認

　
　

←

　

③
調
査
票
配
布
と
回
収

　
　

←

　

④
調
査
票
の
提
出

報
酬　

調
査
活
動
の
対
価
と
し
て
、
報

酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
報
酬
額
は
、
調

査
件
数
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

　

企
画
財
政
課
（
市
役
所
３
階
）
に
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、
調
査

員
登
録
申
請
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
６
月
４
日
㈮
ま

で
に
企
画
財
政
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
調
査
員
登
録
申
請
書
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

希
望
す
る
調
査
区
に
多
数
の
申
し
込

み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

〒
７
７
６-

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

市
企
画
財
政
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
１

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/

　

家
庭
内
の
不
用
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

ま
せ
ん
か
。

と
き　

５
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
西
側
イ
ベ
ン
ト
広
場

年
間
開
催
予
定
日（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

６
月
27
日
、
７
月
25
日
、
８
月
29
日
、

９
月
26
日
、
10
月
31
日
、
11
月
28
日
、

12
月
26
日

出
店
料　

無
料

※
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
　市役所および各庁舎で回収しています。

※
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
に
、
た
く
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
環
境
企
画
課　
　
　
☎
㉒
２
２
３
０
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英
会
話
講
座
受
講
者
募
集

生
涯
学
習
講
座
の
講
座
生
募
集

 

鴨
島
教
室

と
き　

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ　
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
室
３

定
員　

20
人
程
度

 

山
川
教
室

と
き　

毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

山
川
公
民
館
第
３
研
修
室

定
員　

20
人
程
度

※
受
講
料
は
無
料
で
、
年
齢
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
５

　

市
内
在
住
の
方
は
、
ど
な
た
で
も
受

講
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講
座
内
容
（　

）
内
は
定
員

 

川
島
教
室　

開
催
場
所　

川
島
公
民
館
ほ
か

○
健
康
体
操
講
座
（
50
人
）

　

日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
解
消
・
健
康
維

持
増
進
を
目
的
と
し
て
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
の
運
動
を
学
習
し
ま
す
。

○
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
（
乳
幼
児
と
保

護
者
20
組
）

　

就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
に
読
み
聞

か
せ
等
を
行
い
ま
す
。

○
ド
キ
ド
キ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
50
人
）

　

文
化
や
健
康
な
ど
、
暮
ら
し
に
役
立

ち
、
心
が
豊
か
に
な
り
楽
し
く
参
加
で

き
る
講
座
を
行
い
ま
す
。

 

山
川
教
室

開
催
場
所　

山
川
公
民
館
ほ
か

○
地
域
学
習
講
座
（
80
人
）

　

地
域
の
歴
史
と
文
化
に
ふ
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
課
題
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。
講
演
会
、
現
地
研
修
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
い
き
い
き
生
活
講
座
（
80
人
）

　

健
や
か
で
、
ゆ
と
り
あ
る
、
い
き
い

き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
め
ざ
し
、

自
ら
の
教
養
を
高
め
る
学
習
や
実
践
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。
講
演
会
、
講
習

会
、
現
地
研
修
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

美
郷
教
室　

開
催
場
所　

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
ほ
か

○
美
郷
生
涯
学
習
講
座
（
30
人
）

　
「
生
涯
学
習
講
座
で
見
つ
け
よ
う
自

分
の
力
・
可
能
性
、
広
げ
よ
う
世
代
を

越
え
た
交
流
の
輪
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
す
。

申
込
方
法　

川
島
公
民
館
、
山
川
公
民

館
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け

の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
受
講
生
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

５
月
24
日
㈪
〜
28
日
㈮
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
講
座
ご
と
に
開
講
式
を
行
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
会
場
と
な

る
公
民
館
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川
島
公
民
館　
　
　
　
☎
㉕
２
１
８
０

山
川
公
民
館　
　
　
　
☎
42
５
５
８
２

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー　
☎
43
２
８
１
１

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
５

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
毎
年
５
月
を

中
心
と
し
て
、「
赤
十
字
社
員
増
強
運

動
（
活
動
資
金
の
募
集
運
動
）」
を
実

施
し
、
各
地
域
の
日
赤
奉
仕
団
（
婦
人

会
等
）、
自
治
会
等
の
ご
理
解
の
も
と
、

社
費
の
募
集
に
つ
い
て
各
ご
家
庭
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
赤
十
字

へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

募
集
期
間　

５
月
〜
６
月

　

平
成
21
年
度
社
費
募
集
結
果
は
左
記

表
の
と
お
り
で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
社
費
は
自

然
災
害
や
紛
争
等
に
よ
る
被
災
者
・
犠

牲
者
を
支
援
す
る
事
業
等
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
福
祉
総
務
課　

福
祉
総
務
係

☎
㉕
２
１
１
１

雑紙は　雑誌の日　袋いらないので　得します。

平
成
22
年
度
日
赤
社
費
募
集
に

つ
い
て

地区別内訳　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

平成21年10月30日現在

　　 目標額 達成額

鴨 島 地 区 3,878,000 3,920,660 

川 島 地 区 1,290,000 1,318,500 

山 川 地 区 1,780,000 1,999,140 

美 郷 地 区 199,000 223,400 

合　　計 7,147,000 7,461,700 
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と連絡先一覧
防　災　局 防災対策課   （鴨 3F）☎㉒2235

産業経済部 農業振興課   （鴨 2F）☎㉒2228
農地林業課   （鴨 2F）☎㉒2223
商工観光課   （鴨 2F）☎㉒2226

支　　　所 鴨島支所地域課（鴨 1F）☎㉒2212
川島支所地域課（川 1F）☎㉕6611
山川支所地域課（山 1F）☎424112
美郷支所地域課（美 1F）☎432111

総　務　部 総　務　課   （鴨 3F）☎㉒2231
企画財政課   （鴨 3F）☎㉒2221

税　務　課   （鴨 1F）☎㉒2215
情報システム課（鴨 3F）☎㉒2234

秘　書　室       （鴨 3F）  ☎㉒2221

市　民　部 市民生活課   （鴨 1F）☎㉒2210
国保年金課   （鴨 1F）☎㉒2213
人　権　課   （鴨 2F）☎㉒2229
環境企画課   （鴨 2F）☎㉒2230

健康福祉部 福祉総務課   （川 1F）☎㉕2111
介護保険課   （川 1F）☎㉕6626

子育て支援課   （川 1F）☎㉕6614

健康推進課   （川 1F）☎㉕6615

地域包括支援センター（川 1F）☎㉕6627

子ども相談室   （川 1F）☎㉕6618
子育て支援センター（川 3F）☎㉕6616
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市庁舎の組織

議会事務局 庶務議事課                      （鴨 4F）☎㉒2241
会　計　課　　　　　       （鴨 1F）☎㉒2214
農業委員会事務局　　　    （鴨 2F）☎㉒2227
監査委員事務局　　　　    （鴨 2F）☎㉒2233
選挙管理委員会　　　　    （鴨 1F）☎㉒2211
公平委員会　　　　　　    （鴨 3F）☎㉒2231
固定資産評価審査委員会     （鴨 3F）☎㉒2231

建　設　部 監　理　課   （鴨 2F）☎㉒2252
建　設　課   （鴨 2F）☎㉒2251
都市計画住宅課（鴨 2F）☎㉒2225

建築営繕室   （鴨 2F）☎㉒2224

水　道　部 水　道　課   （山 2F）☎423199
下 水 道 課   （山 2F）☎423399

教育委員会事務局 教育総務課   （山 1F）☎424113
学校教育課   （山 1F）☎424114

生涯学習課   （山 1F）☎424115
教育研究所   （山 1F）☎424199

青少年育成補導センター  （川 2F）☎㉕6620

※（鴨）…市役所、（川）…川島庁舎、（山）…山川庁舎、（美）…美郷庁舎

市役所内の組織が一部変わりました（９ページ）。
市役所・各庁舎内の組織（部・課等）と連絡先を掲載します。
このページは、取り外して保存することができます。
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問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

連
絡
先

緑
さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

な
ご
み
ス
マ
イ
ル
（
歌

と
ダ
ン
ス
）・
ア
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

（
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
コ
ピ
ー
バ
ン
ド
）

と
き　

５
月
23
日
㈰
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
「
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
」
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　

 

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

問
い
合
わ
せ

巡
回
職
業
相
談

ご
存
じ
で
す
か
？　

平
成
22
年
度

就
業
支
援
講
習

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

５
月
17
日
㈪
、
６
月
７
日

㈪
・
21
日
㈪

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

５
月
12
日
㈬
、
６
月
９
日

㈬

江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

第
１
２
６
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

「
梅
酒
」勉
強
会

参
加
者
募
集

堤
防
刈
草
梱
包
材
を

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い

　

美
郷
地
区
は
、
地
域
の
新
し
い

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
今
、
梅
酒
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
美
郷

商
工
会
で
は
、
梅
酒
を
作
り
た
い

方
や
梅
酒
に
興
味
が
あ
る
方
を
支

援
す
る
た
め
、
美
郷
梅
酒
勉
強
会

を
立
ち
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
勉

強
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
資
格　

市
内
在
住
の
方
で
、

梅
酒
に
興
味
の
あ
る
方
。

募
集
期
限　

５
月
31
日
㈪
ま
で

美
郷
商
工
会　
　
☎
43
２
５
０
５

　

徳
島
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、

堤
防
に
異
常
が
な
い
か
点
検
・
確

認
す
る
た
め
、
年
２
回
の
堤
防
除

草
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
際
、
発
生
し
た
大
量
の
刈

草
を
梱
包
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

無
料
で
配
布
す
る
こ
と
で
、
刈
草

処
分
費
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

引
き
取
り
に
あ
た
っ
て
は
、
吉

野
川
鴨
島
出
張
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

作
業
日
時　

６
月
１
日
㈫
午
前
６

時
30
分
〜
７
時
30
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

６
月
１
日
㈫
午
前
７

時
〜
８
時

作
業
内
容　

除
草
作
業
、
清
掃
作

業
　

作
業
道
具
は
、
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド　
　
　
　
　
　
☎
㉔
８
６
６
０

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
の
間
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
仮
置
き
場
な
ど
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

徳
島
河
川
国
道
事
務
所　

鴨
島
出

張
所　
　
　
　
　
☎
㉔
４
３
３
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.skr.m

lit.go.jp/
tokushim

a/river/yoriyoi/
yoriyoikaw

a/teiboujyosou/
index.htm

l

●
交
通
遺
児
等
へ
育
成
資
金
貸
し

付
け

　

義
務
教
育
終
了
ま
で
無
利
子
で

借
り
ら
れ
ま
す
。

対
象
者　

自
動
車
事
故
に
よ
り
死

亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
者
と
な

ら
れ
た
方
の
０
歳
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
の
方

貸
付
金
額

一
時
金　

15
万
５
０
０
０
円

毎
月　

２
万
円

入
学
支
度
金　

４
万
４
０
０
０
円

返
済
期
間　

中
学
校
卒
業
後
20
年

以
内
（
高
校
・
大
学
等
に
進
学
す

る
場
合
は
、
卒
業
ま
で
猶
予
）

●
重
度
後
遺
障
害
者
へ
介
護
料
支

給対
象
者　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、

脳
・
脊せ
き

髄ず
い

ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を

損
傷
し
重
度
の
後
遺
障
害
を
持
つ

た
め
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護

が
必
要
な
状
態
で
あ
る
方

支
給
金
額

①
常
時
の
介
護
が
必
要
な
方
の
う

ち
、「
重
度
後
遺
障
害
診
断
書
」

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

で
症
状
が
「
最
重
度
」
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
方
／
月
額
６
万
８
４

４
０
円
〜
13
万
６
８
８
０
円

②
右
記
①
以
外
で
常
時
の
介
護
が

必
要
な
方
／
月
額
５
万
８
５
７
０

円
〜
10
万
８
０
０
０
円

③
随
時
の
介
護
が
必
要
な
方
／
月

額
２
万
９
２
９
０
円
〜
５
万
４
０

０
０
円

独
立
行
政
法
人　

自
動
車
事
故
対

策
機
構　

徳
島
支
所

徳
島
市
北
田
宮
２
丁
目
14
番
50
号

（
徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
会
館
２
階
）

☎
０
８
８
（
６
３
１
）
７
７
９
９

受
講
対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
お

よ
び
寡
婦
の
方

科
目　

パ
ソ
コ
ン
講
習
（
エ
ク
セ

ル
検
定
（
昼
間
））

開
催
日　

６
月
14
日
㈪
〜
７
月
14

日
㈬
の
間
の
月
・
水
・
金
曜
日
12

日
間

定
員　

20
人

申
込
締
切　

６
月
４
日
㈮

（
財
）
徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会

☎
０
８
８
（
６
５
４
）
７
４
１
８

℻  
０
８
８
（
６
５
４
）
７
４
１
４
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ごみの野焼きは法律で禁止されています。絶対にしないように！

○
吉
野
川
写
真
展

と
き　

５
月
16
日
㈰
〜
30
日
㈰

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所　

１
階

市
民
ホ
ー
ル

○
講
演
会

と
き　

５
月
23
日
㈰

午
後
１
時
開
場
／
午
後
１
時
30
分

開
演

と
こ
ろ　

３
階
ホ
ー
ル

講
師　

島
内
英
佑
さ
ん

演
題
「
吉
野
川
を
写
し
て
50
年
」

入
場
料　

無
料

と
き　

５
月
22
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

内
容　

室
内
こ
ど
も
運
動
会

参
加
費　

１
０
０
円

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
た

だ
し
幼
稚
園
以
下
の
幼
児
に
は
保

護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

　

親
子
で
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
主
材

に
し
た
水
辺
の
花
を
使
っ
て
お
け

い
こ
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

６
月
13
日
㈰
午
後
１
時
〜

３
時

と
こ
ろ　

研
修
室
４　

講
師　

武
田
慶
園
さ
ん
（
桑
原
専

慶
流
）

定
員　

10
組
（
親
子
で
な
く
て
も

可
）

材
料
費　

１
０
０
０
円

準
備
物　

花
ば
さ
み
、
ぞ
う
き
ん
、

筆
記
用
具

食
の
知
っ
得
講
座

と
き　

５
月
20
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時

と
こ
ろ　

会
議
室

手
芸
教
室

と
き　

５
月
21
日
㈮
午
後
１
時
〜

３
時

と
こ
ろ　

和
室

菊
づ
く
り
講
座

と
き　

５
月
24
日
㈪
午
前
９
時
30

分と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い
講
座

携
帯
電
話
に
つ
い
て
聴
い
て
得
す

る
話

と
き　

５
月
24
日
㈪
午
後
１
時
30

分と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

と
き　

６
月
３
日
㈭
午
前
10
時

と
こ
ろ　

会
議
室

趣
味
の
園
芸
教
室

と
き　

６
月
９
日
㈬
午
前
10
時

と
こ
ろ　

会
議
室

よ
ち
よ
ち
ひ
ろ
ば

と
き　

６
月
20
日
㈰
開
演
正
午

と
こ
ろ　

３
階
ホ
ー
ル

主
催　

吉
野
川
市
文
化
協
会
・
日

本
舞
踊
部
門
会
共
催

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

吉
野
川
写
真
展
＆
講
演
会

こ
う
さ
ぎ
こ
ど
も
の
城
ま
つ
り

い
け
花
教
室

第
６
回　

日
舞
合
同
発
表
会

平
成
22
年
度　

生
涯
学
習

講
座
・
教
室
案
内

○
勤
務
地
（
居
住
地
）
は
ど
う
な

る
の
？

　

警
察
学
校
を
卒
業
す
れ
ば
、
ま

ず
は
各
警
察
署
（
県
下
に
15
署
）

に
配
属
と
な
り
ま
す
。
人
事
異
動

は
中
途
異
動
を
除
け
ば
年
度
末

（
３
月
末
内
示
、
４
月
１
日
着
任
）

と
な
り
、
お
お
む
ね
２
〜
３
年
程

度
の
周
期
で
異
動
が
発
令
さ
れ
て

い
ま
す
。
居
住
地
に
つ
い
て
は
警

察
官
舎
が
あ
り
、
入
居
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト

等
を
借
り
る
場
合
で
も
住
居
手
当

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
警
察
官
の
仕
事
は
危
険
で
す

か
？

　

犯
人
の
逮
捕
、
暴
力
団
の
取
り

締
ま
り
、
災
害
救
助
活
動
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
現
場
に
直
面
す
る
こ
と

か
ら
危
険
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ

が
ち
で
す
が
、
各
種
装
備
な
ど
を

有
効
に
活
用
し
て
事
故
防
止
に
は

十
分
配
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

普
段
か
ら
事
故
防
止
の
検
討
会
や

逮
捕
術
の
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
、

組
織
的
に
安
全
に
仕
事
が
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

○
勤
務
時
間
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
？

　

警
察
官
の
勤
務
は
、
毎
日
制

勤
務
と
交
代
制
勤
務
が
あ
り
ま

す
。
毎
日
制
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
勤
務

で
、
警
察
学
校
も
こ
れ
に
準
じ
完

全
週
休
２
日
制
（
土
・
日
・
祝
日

休
）
で
す
。

　

警
察
学
校
を
卒
業
し
て
、
最
初

に
配
属
さ
れ
る
地
域
係
は
交
代
制

勤
務
を
と
っ
て
お
り
、
当
番
（
24

時
間
勤
務
）、
非
番
、
労
休
の
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
週
平
均
約
40

時
間
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
若
い
力
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

平
成
22
年
度
警
察
官
募
集
中

　

徳
島
県
警
で
は
、
平
成
22
年
度

警
察
官
（
男
・
女
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
受
験
資
格
は
４
年
制
大

学
等
を
卒
業
も
し
く
は
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
（
30
歳
以
下
）。
ま
た
、

身
長
、
体
重
な
ど
に
一
定
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。

　

願
書
の
受
付
期
間
は
５
月
18
日

㈫
〜
６
月
４
日
㈮
と
な
っ
て
い
ま

す
。
試
験
案
内
は
吉
野
川
警
察
署
、

鴨
島
町
交
番
な
ど
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

警
察
Ｑ
＆
Ａ

○
警
察
学
校
に
つ
い
て
知
り
た
い

　

警
察
学
校
は
、
警
察
職
員
と
し

て
必
要
な
知
識
、
教
養
、
礼
式
等

を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
の
全
寮
制

の
施
設
で
す
。
法
学
の
勉
強
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
現
場
に
出
た
と

き
に
は
犯
人
と
戦
う
体
力
も
必
要

で
す
の
で
、
術
科
（
柔
道
・
剣
道
・

逮
捕
術
）
の
授
業
が
あ
り
ま
す
。

　

本
県
の
警
察
学
校
は
、
徳
島
市

論
田
町
に
あ
り
、
４
年
制
大
学
を

卒
業
し
た
方
が
警
察
学
校
で
研
修

を
受
け
ま
す
。
期
間
は
、
お
よ
そ

６
カ
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
野
川
警
察
署　
☎
㉕
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
☎
㉔
２
３
３
１

鴨
島
公
民
館　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー☎

㉒
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

と
き　

６
月
18
日
㈮
午
前
10
時

と
こ
ろ　

体
育
館
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協定書を交わす川真田市長（写真右）と富永所長（写真中央）

寄贈されたジョイフルクラブハウス３連ステンレス鉄棒

クルクルメリー
ねこさん滑り台

小型ジャングルジム

　

３
月
21
日
、
鴨
島
運
動
場
を
発

着
点
と
し
、
吉
野
川
の
堤
防
を
コ

ー
ス
と
し
た
第
９
回
吉
野
川
市
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
参
加
が
あ
り
、
小

学
生
か
ら
70
歳
代
ま
で
１
６
１
９

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。

◆
入
賞
者
◆

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

▼
男
子
16
〜
39
歳
／
１
位　

野
々

村
哲
也
・
２
位　

原
線
李
・
３
位

石
川
佳
彦
▼
男
子
40
歳
以
上
／
１

位　

湯
口
武
夫
・
２
位　

福
田
健

治
・
３
位　

山
本
孝
治
▼
女
子
16

〜
39
歳
／
１
位　

岩
佐
尚
代
・
２

位　

石
川
友
江
・
３
位　

前
田
さ

と
み
▼
女
子
40
歳
以
上
／
１
位

鵜
飼
淳
子
・
２
位　

井
上
真
理
子
・

３
位　

山
口
由
紀

10
㎞

▼
男
子
16
〜
39
歳
／
１
位　

上
原

　

川
島
町
の
近
久
南
児
童
公
園
に

鉄
棒
・
滑
り
台
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ

ム
・
回
転
遊
具
の
幼
児
用
遊
具
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
設
置
は
、
宝
く

じ
の
普
及
広
報
を
目
的

と
す
る
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成

21
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
活
用
し
て

お
り
ま
す
。

　

吉
野
川
市
と
、
吉
野
川
市
内
を

配
達
区
域
と
す
る
徳
島
新
聞
吉
野

川
市
販
売
店
会
（
８
店
）
は
、
３

月
16
日
市
役
所
に
お
い
て
「
高
齢

者
等
の
生
活
状
況
の
見
守
り
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
協
定
書

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
者
等
を
見
守
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
高
齢
者
宅
等
へ
の
新
聞
配

達
時
に
新
聞
が
た
ま
っ
て
い
る
な

ど
の
異
常
を
見
つ
け
た
場
合
、
市

や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
警

察
、
消
防
な
ど
に
迅
速
に
連
絡
し
、

吉
野
川
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
公
園
の
遊
具
を
設
置

ち
び
っ
こ
ド
ー
ム
に

遊
具
を
寄
贈

高
齢
者
等
の
生
活
状
況

の
見
守
り
に
関
す
る
協

定
書
に
調
印

孝
太
・
２
位　

仁
木
宏
則
・
３
位

芝
山
泰
三
▼
男
子
40
歳
以
上
／
１

位　

中
平
二
嘉
・
２
位　

柳
川
英

樹
・
３
位　

角
野
敏
文
▼
女
子
16

〜
39
歳
／
１
位　

山
田
紀
子
・
２

位　

森
有
紀
・
３
位　

友
近
由
紀

子
▼
女
子
40
歳
以
上
／
１
位　

尾

田
和
代
・
２
位　

沖
津
陽
子
・
３

位　

坂
東
桂
子

３
㎞

▼
男
子
中
学
生
／
１
位　

槙
納
彩

生
・
２
位　

伊
藤
彰
秀
・
３
位

佐
藤
慎
▼
女
子
中
学
生
／
１
位

阿
利
美
咲
・
２
位　

廣
林
美
幸
▼

男
子
小
学
生
／
１
位　

西
田
光

佑
・
２
位　

板
東
俊
兵
・
３
位

佐
藤
聖
▼
女
子
小
学
生
／
１
位

山
北
舞
花
・
２
位　

白
木
克
実
・

３
位　

堀
優
実
子

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

高
齢
者
等
の
生
活
の
安
全
と
安
心

を
守
る
た
め
の
支
援
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

２
月
23
日
、
鴨
島
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
三
倉
孝
文
会
長
）
か
ら
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
、
ジ
ョ

イ
フ
ル
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
喜
ん
で
遊
ん
で

お
り
ま
す
。
今
後
、
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鴨島運動場をスタート！



詳しくは e-Taxホームページで   www.e-tax.nta.go.jp

イータックス（e-Tax）を始めよう！
e-Tax（国税電子申告納税システム）とは？

国税の各種手続きがインターネットで！国税の各種手続きがインターネットで！国税の各種手続きがインターネットで！
自宅やオフィスの
パソコンから･･･

申 　告 納　 税 申請･届出

イータックス

e-Taxで送信

　ご自宅のパソコンからインターネットを利用して、申告、納
税、法定調書、各種申請・届け出等をデータ送信できる便利な
サービスです。
　また、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で
作成したデータは、そのまま電子申告することができます。

※ e-Taxを利用するには、事前に電子証明書の取得、開始届出
　書の提出などが必要です。（開始届出書もオンラインで提出
　できます。）なお、電子証明書がＩＣカードに格納されている場
　合には、別途、ＩＣカードリーダライタが必要となります。

消費税の中間申告・納付、源泉
所得税の納付など、利用機会の
多い手続きは特に便利です！

インターネット
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　　●問い合わせ　川島税務署　☎　  2211○25
　　　　　　　※電話による一般的な相談は電話相談センターで承ります。

税務署からのお知らせ

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始

ま
っ
た
４
月
６
日
、「
快
適
ド
ラ

イ
ブ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
川
島
検

問
所
前
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
交
通
安

全
協
会
会
長
を
は
じ
め
、
交
通
安

全
母
の
会
、
吉
野
川
地
域
交
通
安

全
活
動
推
進
委
員
協
議
会
、
交
通

安
全
関
係
団
体
、
市
職
員
な
ど
約

70
人
が
通
行
車
両
に
交
通
啓
発
グ

ッ
ズ
や
チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
、
安

全
走
行
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
早
朝
に
は
、
市
内

17
カ
所
の
交
差
点
で
吉
野
川
市
長

ら
交
通
安
全
関
係
団
体
な
ど
が

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ロ
ー
ド
１
９
２
」

の
立
哨
活
動
を
実
施
し
、
通
勤
途

中
な
ど
の
道
行
く
人
た
ち
へ
交
通

安
全
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
快
適
ド
ラ
イ
ブ
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

運転手に安全走行を訴える
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　元気なうちから「介護予防」に取り組むことで、介護や支援を必要とす
る状態になることを防いだり、遅らせたりすることができます。
　『介護予防のための基本チェックリスト』で、体や心の状態をチェックす
ることができます。ご自身の生活を振り返り、基本チェックリストを記入し
てみましょう。

　次の質問に答えて、網かけの枠についている「○」の数を合計してみましょう。

要介護・要支援の認定を受けていない65歳以上の方へ要介護・要支援の認定を受けていない65歳以上の方へ

※『こころ』の項目で、『はい』にいくつか○が付き、お悩みがある方は市介護保険課地域支援係にご相談ください。

1
2
3
4
5

運動機能

い  す

いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ

は　い
は　い
は　い
は　い
は　い

階段を手すりや壁をつたわらずに上っていますか
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか
15分くらい続けて歩いていますか
この1年間に転んだことがありますか　
転倒に対する不安は大きいですか

21
22
23
24
25

こころ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ

は　い
は　い
は　い
は　い
は　い

（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない
（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった
（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる
（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思わない
（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする

※『できる・できない』ではなく『している・していない』が大事です。

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

生活機能全般
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ

は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い

バスや電車を利用して1人で外出していますか
日用品の買い物をしていますか
預貯金の出し入れをしていますか
友人の家を訪ねていますか
家族や友人の相談にのっていますか
週に1回以上は外出していますか
昨年と比べて外出の回数が減っていますか
周りから「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか
自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか
今日が何月何日かわからないときがありますか

※BMI（＝体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m））が18.5未満の場合は「はい」とします。
※BMIが22.0の方が、もっとも生活習慣病にかかりにくいとされています。

6
7

栄  　養
いいえ
いいえ

は　い
は　い

6ヵ月間で2～ 3㎏以上の体重減少がありますか
身長　　　　 ㎝ 体重　　　　㎏（BMI　　　　　　　）

個

※３個以上で該当

１～５の合計 A

個

※２個で該当

６～７の合計 B

個

※２個以上で該当

８～１０の合計C

個

※１０個以上で該当

１～２０の合計D

8
9
10

口腔機能
いいえ
いいえ
いいえ

は　い
は　い
は　い

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか
お茶や汁物等でむせることがありますか
口の渇きがきになりますか

こうくう

１１～２０ではない
ので注意！

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄのいず
れかに該当する
方は、心身の機
能の衰えが心配
される状態です。

『基本チェックリスト』で老化のサインをみつけましょう『基本チェックリスト』で老化のサインをみつけましょう



●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　　○25 6627　Fax○25 6666☎

チェックリストを記入してから介護予防事業利用までの流れチェックリストを記入してから介護予防事業利用までの流れ

右ページのチェックリストで
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄのいずれかに該当しましたか？

該当しない人 ひとつでも該当した人

元気な高齢者です
一般高齢者施策事業に参
加して、現在の状態を維
持・管理しましょう！
介護予防教室（P.22）、介護予
防講演会、筋力アップ教室「パ
ワー・デイ」（P.11）など

要介護状態になるおそれが
あるかもしれません
介護保険課地域支援係に
ご相談ください

事業への参加や生活機
能検査の説明

心身の機能が回復し、介護が必
要となる心配がなくなったら

医療機関で生活機能検査を受ける
○問診・身体計測・心電図・血液検査など
※自己負担金は必要ありません

検査の結果、生活機
能の低下があり介護
が必要となる心配の
ある人

検査の結果、生活機能
の低下が見られず、今
のところ介護が必要
となる心配のない人

特定高齢者（介護が必要になるおそれのある高齢者）です
特定高齢者施策事業に参加しましょう！
通所型介護予防事業…その人がもともと身につけていた運動能力を取り
戻すため、個別プログラムに沿って半年間、毎週１回、市内事業所で運
動機能・栄養改善・口腔（こうくう）ケア向上などの集団指導を行います。

◆運動器機能向上…ストレッチ、筋力トレーニングなど
◆口腔機能向上…口腔体操など

実際は該当
していない
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5　
　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
12 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

栄養のお話（食物せんい）
14 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 栄養のお話（食物せんい）
18 火 9：30～10：30 宮前公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操

19 水 9：30～10：30 中古井広域集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操
9：30～10：30 川島公民館上桜分館 川　島 栄養のお話（食物せんい）

20 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島
21 金 9：30～10：30 東部集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操
24 月 13：30～14：30 知恵島老人憩の家 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
25 火 9：30～10：30 川島公民館山田分館 川　島 介 護 予 防 体 操
26 水 9：30～10：30 川島公民館敷地分館 川　島 口腔（こうくう）ケア

27 木 9：30～10：30 牛島地区公民館 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
13：30～14：30 山路東原集会所 鴨　島 栄養のお話（食物せんい）

28 金 9：30～10：30 森山地区公民館 鴨　島 栄養のお話（食物せんい）
13：30～14：30 東山老人憩の家 美　郷 介 護 予 防 体 操

6　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
1 火 9：30～10：30 川島公民館神後分館 川　島

健
康
チ
ェ
ッ
ク

楽 し い 脳 体 操

2 水 9：30～10：30 中部農業構造改善センター 山　川 栄養のお話（食物せんい）
13：30～14：30 上浦地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操

7 月 13：30～14：30 山川公民館 山　川 介 護 予 防 体 操

8 火 9：30～10：30 川島公民館学西分館 川　島 楽 し い 脳 体 操
13：30～14：30 牛島集会所 鴨　島 楽 し い 脳 体 操

9 水 9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷 介 護 予 防 体 操

10 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 栄養のお話（食物せんい）

5月・6月の介護予防教室

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎　  6627○25
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介護予防教室に参加しましょう
　地域で活動されている団体と市が連携して介護予防教室を開
催しています。吉野川市内にお住まいの方なら、どなたでも、
どの教室にでも参加できます。毎月の日程を広報よしのがわに
掲載していますので、お気軽にお越しください。
　自分の体の状況を知り、介護予防に取り組みましょう。

うちの近くでもある
みたいだ。参加して
みよう！

元気で暮らすために
必要なことを教えて
もらえるんだって！

教室で行う内容
◆健康チェック　◆介護予防体操
◆栄養のお話　　◆口

こう

腔
くう

ケア教室
◆楽しい脳体操
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6月のがん集団検診のご案内

平成22年度 麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種について

　がん検診は、医療保険の種別にかかわらず、吉野川市民で対象の方は受けることができます。
　それぞれのがん検診につき、年１回受診できますので、計画を立てて受けましょう。
　６月のがん集団検診を希望される方は、健康推進課（川島庁舎１階）へお申し込みください。

検診項目
対象者

平成22年度（平成22年4月1日
～平成23年3月31日）に該当年
齢に達する方

※１
個人負担金 内　容

胃 が ん 検 診 40歳以上の方 900円 バリウムによるレントゲン検査
大 腸 が ん 検 診 40歳以上の方 500円 便の検査（2日法）

乳がん・甲状腺検診 40歳以上の女性で平成21年度に
受診されていない方（2年に1回） 1,300円 乳がん検診は、視触診およびマンモグラ

フィー、甲状腺検診は視触診

日　程 場　所 検診項目 申し込み
６月11日（金）午前 ふるさとセンター 胃 が ん 検 診

大腸がん検診
乳がん・甲状腺検診

《申込受付》各検診日の２週間前まで
（申し込みされた方に受診券をお送りします）
※胃がん検診および乳がん・甲状腺検診は、
　人数制限があります。

６月17日（木）午前 アメニティセンター
６月18日（金）午前 鴨 島 公 民 館
６月19日（土）午前 市 川 島 庁 舎 乳がん・甲状腺検診

【検診日程・申し込み等】

【検診内容・個人負担金】

●問い合わせ・申し込み　市健康推進課　☎　  6615○25

※１　 個人負担金：70歳以上（昭和16年３月31日以前に生まれた方）、市民税非課税世帯の方、生活保護受給者の方は、
個人負担金が免除されます。

　平成19年に10代および20代の年齢層を中心として、麻しん（はしか）が流行しました。
その主な原因は、
①当該年齢層の方が幼児期の麻しん予防接種を１回も受けていなかったから
②１回は受けたものの免疫が獲得できなかった方が一定程度いたから
だと考えられています。
　今後、麻しんの流行を二度と起こさないようにするためには、予防接種を行うことが大切になり
ます。
　平成20年度から５年間、定期予防接種として次のとおり対象者が追加されました。対象の方には
個人通知をお送りしますので、体調の良いときになるべく早く接種を受けるようお願いします。

　１．対　象　者　　Ⅲ期：中学１年生相当　
　　　　　　　　　　　Ⅳ期：高等学校３年生相当
　２．接 種 期 間　　平成22年４月１日～平成23年３月31日
　３．実施医療機関　　吉野川市内の指定医療機関
　　　　　　　　　　　および徳島県予防接種広域化登録医療機関

　なお、乳幼児の予防接種については昨年どおり通年実施いたします。対象の方には個人通知をお 
送りしますので、母子手帳で間隔等を確認のうえ、接種を受けてください。

※ 平成22年度がん検診年間実施スケジュールは、広報よしのがわ3月号（Vol.66）の17ページをご覧く
ださい。

※ 子宮がん検診・前立腺がん検診は、７月から実施予定です。また肺がん検診は８月以降に実施予定です
ので、詳細は広報よしのがわ６月号以降にお知らせします。
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の
が「
国
際
人
権
規
約
」で
、
社
会

権
な
ど
の
Ａ
規
約
と
自
由
権
な
ど

の
Ｂ
規
約
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
国
憲
法
で
も
人
権
に
関
し

て
世
界
人
権
宣
言
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
内
容
を
定
め
て
い
ま
す
。
人
権

は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
い
ち

ば
ん
基
本
の
ル
ー
ル
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
と
も
す
れ
ば
私
た
ち

は「
人
権
は
や
や
こ
し
い
、む
ず
か

し
い
も
の
」
と
思
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
で
は
、
ま
だ

ま
だ
定
着
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
場
面
は
、

家
庭
・
地
域
、
職
場
・
学
校
な
ど

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
応

じ
た
判
断
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
基
準
の
中
で
、
最
優
先
さ
れ

る
基
本
の
ル
ー
ル
と
し
て
、
誰
も

が
人
権
の
考
え
方
を
尊
重
す
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
人
権
が
私
た
ち
の

日
常
生
活
の
中
に
「
文
化
」
と
し

て
定
着
し
、
豊
か
で
暮
ら
し
や
す

い
社
会
が
実
現
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

人
権
は
、
人
種
や
民
族
、
性
別

を
超
え
て
、
誰
に
で
も
認
め
ら
れ

る
基
本
的
な
権
利
で
あ
り
、
私
た

ち
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
も
の

で
す
。
し
か
し
、
現
在
も
人
権
を

め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。

 

人
権
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　

人
権
と
は
、
私
た
ち
が
幸
せ
に

生
き
る
た
め
の
権
利
で
、
人
種
や

民
族
、
性
別
を
超
え
て
万
人
に
共

通
し
た
一
人
ひ
と
り
に
備
わ
っ
た

権
利
で
す
。

　

人
権
は
、
西
欧
社
会
の
近
代
化

の
中
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
考
え
方
で

す
。
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
反

省
か
ら
、
人
権
の
重
要
性
は
国

際
的
に
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

１
９
４
８ 

（
昭
和
23
）
年
12
月
10

日
、
国
際
連
合
（
国
連
）
は
世
界

人
権
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ

の
宣
言
は
、
す
べ
て
の
人
間
が
人

間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
自
由
で
あ

り
、
平
等
で
あ
り
、
差
別
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
お
り
、

国
際
社
会
の
基
本
的
ル
ー
ル
の
大

き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

宣
言
を
実
現
す
る
た
め
に
拘
束
力

を
持
つ
条
約
と
し
て
定
め
ら
れ
た

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）   

☎
㉒
２
２
２
９

吉野川市の「ごみを減らしましょう！」
市民の皆さんにお願い

　雑紙を、「燃やせるごみ」として出していませんか？　お菓子の箱、包装紙、パンフレット
やティッシュペーパーの箱などの「雑紙」をごみ箱に入れていませんか？
　市では、資源として再利用するため、「雑紙」の分別回収を進めています。
　「雑紙」は、紙袋などに入れて、雑誌の回収日に出しましょう。
　資源として活用ができ、お金になる「雑紙」を高いお金をかけて燃やさないように、市民みんな
で取り組みましょう。

「雑紙」は！　雑誌の日！　指定袋に入れる必要はありません。
皆さんも、指定袋代金の節約になり、得をします。

もし捨てた場合は、不法投棄で罰せられます。
回収は年２回ＪＡ麻植郡で行っています。

●「雑紙」は「雑誌の日」に出してください。

ティッシュボックス

パンフレット 包装紙 紙袋に入れるお菓子の箱

取り出し口の
ビニールは
とってたたんで
ください

※紙袋に入れるか、そのまま紙ひもで束ねて
　ください（指定袋不要）

封筒に入れる

雑
紙
は

雑
誌
の
日

ミルクサンド

●問い合わせ　ＪＡ麻植郡　☎　  1137　市農業振興課　☎　  2228○24 ○22

●問い合わせ　市環境企画課　☎　  2230○22
農業用廃ビニールはどこにでも

8 8 8 8 8

捨てないでください。 
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鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
図
書
☆

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
５
月
、
６
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
月
末
図
書
整
理
日
（
５

月
31
日
㈪
、
６
月
29
日
㈫
）

◆
学
読
書
会

６
月
12
日
㈯
午
前
10
時
か
ら
正
午

ま
で

内
容　
ホ
タ
ル
の
歌　

原
田
一
美
著

と
こ
ろ　
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

つ
ゆ
く
さ
に
よ
る
お
は
な
し
会

と
き　

６
月
６
日
㈰
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館
２
階

お
話　

矢
部　

千
鶴
子
さ
ん

◆
徳
島
文
理
大
学
う
た
お
は
部
に

よ
る
お
は
な
し
会

七
夕
ま
つ
り
・
お
は
な
し
会

と
き　

６
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館
２
階

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
５
月
、
６
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
５
月
28
日
㈮
、６
月
30
日
㈬
）

◆
お
は
な
し
会

６
月
12
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
約
30
分
間
）

◆
子
ど
も
映
画
会

５
月
29
日
㈯
（
草
原
の
子
テ
ン
グ

リ
ほ
か
）
の
午
後
２
時
か
ら
（
約

１
時
間
）

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

『
マ
ド
ン
ナ
・
ヴ
ェ
ル
デ
』

海
堂　

尊　

著

『
パ
パ
、
マ
マ
、
あ
い
し
て
る
―

エ
レ
ナ
が
残
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

　
　
　
　

ブ
ル
ッ
ク
＆
キ
ー
ス
・

　
　
　
　
　
　

デ
ザ
リ
ッ
ク　

著

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
５
月
、６
月
の
休
室
日　

木
曜
日

●
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス

ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshinogawa.
lg.jp/iliswing/we/opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

◆
５
月
、
６
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
・
和
室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大

型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
月
光
の
刺
客
』　

森
村
誠
一　

著

『
罪
火
』　　
　
　

大
門
剛
明　

著

『
夜
明
け
の
橋
』　　

北
重
人　

著

『
感
染
広
告
』　　

三
浦
明
博　

著

『
寂
滅
の
剣
』　　

北
方
謙
三　

著

る
。

③ 

階
段
を
下
り
る
と
き
が
痛
く
、

一
段
ご
と
足
を
そ
ろ
え
な
が
ら

下
り
る
。

④ 

ひ
ざ
が
伸
び
に
く
い
・
正
座
が

し
に
く
い
。

⑤
外
見
上
Ｏ
脚
に
な
る
。

⑥ 

ひ
ざ
が
は
れ
る
。（
水
が
た
ま

る
。
進
行
す
る
と
）
夜
中
も
う

ず
く
。

　

治
療
方
法
と
し
て
は
保
存
治
療

と
し
て
投
薬
、
理
学
療
法
、
装
具

療
法
な
ど
が
あ
り
、
病
期
が
初
期

の
方
で
は
高
い
有
効
性
が
あ
り
ま

す
。

　

一
方
保
存
療
法
が
無
効
で
、
病

期
が
進
行
し
て
お
り
日
常
生
活
に

も
支
障
が
大
き
い
方
の
場
合
に
は

手
術
治
療
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
手
術
法
と
し
て
は
、
骨

切
り
術
や
人
工
関
節
手
術
な
ど
が

あ
り
、
患
者
さ
ん
の
年
齢
や
病
状

を
考
慮
し
て
方
法
を
選
択
し
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
症
状
に
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
、
一
度
お
近
く
の
医

療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
動
向
に
伴
い
、
病

院
を
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
年

齢
層
も
高
齢
化
し
て
い
る
印
象
を

受
け
ま
す
。

　

な
か
で
も
ひ
ざ
の
痛
み
で
外
来

に
こ
ら
れ
る
方
は
多
く
、
そ
の
大

半
は
変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
と
い
う

疾
患
で
す
。

　

骨
ど
う
し
の
連
結
部
位
で
あ
る

関
節
に
は
軟
骨
が
あ
り
、
こ
れ
が

体
重
を
支
え
、
関
節
が
ス
ム
ー
ズ

に
動
く
た
め
に
大
切
な
は
た
ら
き

を
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
お
肌
と
同
じ
よ
う
に
軟
骨

も
寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
、
年
齢

と
と
も
に
ひ
ざ
の
軟
骨
は
し
だ
い

に
変
性
し
て
ゆ
き
ま
す
。
さ
ら
に

進
行
す
る
と
、
軟
骨
が
は
が
れ
落

ち
、
そ
の
下
の
骨
が
摩
耗
・
変
形

を
き
た
し
ま
す
。
こ
れ
が
変
形
性

ひ
ざ
関
節
症
で
す
。

　

性
別
で
は
女
性
に
多
く
み
ら
れ
、

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。

①
ひ
ざ
の
内
側
が
痛
い
。

② 

歩
き
始
め
が
と
く
に
痛
む
が
、

歩
い
て
い
る
と
少
し
ま
し
に
な

『
ま
ち
の
ド
ク
タ
ー
⑧
』

『
中
高
年
者
の
ひ
ざ
の
痛
み

〜
変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
』

麻
植
協
同
病
院

整
形
外
科
医
師　

三
好
英
昭
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友
だ
ち

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

　

新
学
期
が
始
ま
っ
て
１
カ
月
が

た
ち
ま
し
た
。
新
１
年
生
の
人
も

そ
れ
ぞ
れ
に
進
級
し
た
人
も
、
新

し
い
学
級
に
な
れ
て
き
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
勉
強
に
運
動
に
力
い
っ

ぱ
い
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

小
学
１
年
生
の
黄
色
い
ラ
ン
ド

セ
ル
が
目
に
つ
く
こ
の
ご
ろ
で

す
。
野
山
に
生
気
が
あ
ふ
れ
、
気

持
ち
も
明
る
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
過
去
の
統
計
を
見
る
と
、
不

審
者
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
の

も
こ
の
季
節
で
す
。

　

地
域
か
ら
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
地
域
全
体
で
防
犯
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
み
な

牛
島
小
学
校　

原　

歩
未

友
だ
ち
っ
て
い
い
な

つ
ら
い
時
や　

悲
し
い
時
が
あ
っ
て
も

友
だ
ち
と
い
る
と

楽
し
い
気
持
ち
に
な
る

私
に
は
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
い
る
け
ど

君
に
は　

何
で
も
話
せ
る

友
だ
ち
が
い
る
の
？

一
人
じ
ゃ
な
い
の
？

自
分
だ
け
で
考
え
こ
ま
な
い
で

さ
あ　

勇
気
を
出
し
て
相
談
し
よ
う

友
だ
ち
だ
っ
た
ら

き
っ
と
力
に
な
っ
て
く
れ
る
か
ら

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
へ

保
護
者
の
方
へ

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
５
号
よ
り
）

５・６月

●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 ５月 ６月
井 内 内 科 24－3070 12 19
島 野 外 科 内 科 25－3060 13 17
高橋皮膚科クリニック 24－5122 14 18
杏 和 医 院 22－0333 15 21
後 藤 田 外 科 24－2720 ⑯
中西内科クリニック 42－6755 17 23
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 18 22
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 19 25
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 20 24
石原内科循環器科 24－2536 21 26
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 22 28
美 摩 病 院 24－2957 ㉓
森 住 内 科 医 院 22－3010 24 29
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 25 30
麻名内科外科クリニック 26－0020 26

医　院　名 電話番号 ５月 ６月
さ く ら 診 療 所 42－5520 27
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 28
三木リハビリテーション病院 42－6616 29
渡 辺 医 院 24－7177 ㉚
糸田川クリニック 24－7555 31
梶本胃腸科内科 24－2413 1
和田耳鼻咽喉科 24－2566 2
木村内科胃腸科 24－6413 3
糸 田 川 眼 科 24－2531 4
石 原 小 児 科 24－2388 5
四 宮 医 院 25－2016 ⑥
阿 部 整 形 外 科 24－4880 7
谷 医 院 42－2353 8
鈴木内科（敷地）24－5880 9
古本内科クリニック 24－7377 10

医　院　名 電話番号 ５月 ６月
鈴木内科（喜来）24－3413 11
岸 整 形 外 科 25－3133 12
矢 田 医 院 25－2006 ⑬
鴨 島 病 院 24－6565 14
富 本 医 院 42－3123 15
工 藤 内 科 医 院 42－3113 16
杉 山 医 院 25－2802 ⑳
松 永 医 院 42－2110 ㉗

休日･夜間在宅当番医表

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

☆
子
ど
も
の
安
全

　

吉
野
川
市
で
は
、
各
小
学
校
区

ご
と
に
「
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

対
策
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
を
中
心
に
、
子
ど
も

の
登
下
校
の
安
全
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。

○
４
〜
５
人
く
ら
い
の
チ
ー
ム
を

組
み
、
通
報
係
、
救
護
係
な
ど
の

役
割
分
担
を
決
め
て
お
く
。

○
な
る
べ
く
目
立
つ
格
好
を
し
て

周
囲
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
。

○
通
学
路
や
公
園
、
空
き
地
、
駐

車
場
な
ど
に
特
に
注
意
す
る
。

○
巡
回
中
は
、
地
域
住
民
の
方
に

積
極
的
に
あ
い
さ
つ
し
、
活
動
の

Ｐ
Ｒ
や
防
犯
意
識
を
高
め
る
よ
う

に
す
る
。

小児救急医療体制 

日曜日の9時～17時、
小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院（第2・4週）　☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週） 　　☎365151



　

吉
野
川
市
水
道
事
業
で
は
、安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
、ま
た
、災
害

発
生
時
に
お
い
て
も
、基
本
的
な
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
確
保
を
確
実
に
す
る
た
め
、水
道
施
設
・
管

路
の
耐
震
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。　

●
問
い
合
わ
せ　

市
水
道
課　

☎
42
３
１
９
９

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

「
水
道
週
間
」
で
す
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●出前

今
月
の
税

軽
自
動
車
税　
　
　
　

全
期

固
定
資
産
税　
　
　

第
１
期

納
期
限 　
　

    

５
月
31
日
㈪

※
累
計
は
平
成
22
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
2
月 2件

累
計 4件

救急出動
2
月138件

累
計266件

〈人  権  相  談〉
５月13日㈭ 13：30~16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
５月18日㈫ 13：30~16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
５月25日㈫ 13：30~16：00 山川庁舎講堂
６月１日㈫ 13：30~16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
６月１日㈫ 13：30~16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
６月１日㈫ 13：30~16：00 山川庁舎講堂
６月１日㈫ 13：30~16：00 美郷庁舎大会議室

〈行  政  相  談〉
５月20日㈭  9:00~12:00 市役所 1階相談室
６月１日㈫ 13:00~16:00 川島公民館会議室
６月７日㈪ 10:00~12:00 山川庁舎101会議室
６月10日㈭  9：00~12:00 市役所 1階相談室
６月17日㈭ 13：00~16：00 美郷庁舎 2階会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
５月21日㈮ 10：00~12：00 市役所１階相談室
６月18日㈮ 10：00~12：00 市役所１階相談室平成22年４月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,172人　（－ 116）
　男　　21,354人　 （－ 71）
　女　　23,818人　 （－ 45）
世帯数　17,437世帯 （＋   2）
※ 65歳以上人口
　　　計 13,041人　男 5,317人　女 7,724人

385人 （＋2）
50人 （＋2）
335人 （　0）
364世帯 （＋2）

水
道
に　

寄
せ
る
信
頼　

飲
む
安
心

①ほたるシャトルバス（無料）
　JR阿波山川駅と市山川庁舎から、美郷庁舎までの間、シャトルバスを
運行します。（まつり期間中の午後６時～10時）
②ほたるクリーンアップ活動
　●と　き　５月29日㈯、６月13日㈰午前９時（約１時間）
　●ところ　美郷ほたる館集合
③ほたる観賞
　●と　き　５月29日㈯～６月13日㈰午後７時30分～８時30分
　●ところ　美郷ほたる館付近（参加無料）
④ほたるの状況
　期間中、美郷ほたる館ホームページに掲載
　※美郷ほたる館ホームページアドレス
　　http://www.tcu.or.jp/misato/hotaru/
⑤開館時間を延長します
　●美郷ほたる館
　　５月20日㈭～６月20日㈰　午後９時30分まで開館
　●美郷物産館
　　５月29日㈯～６月13日㈰　午後９時30分まで開館
　●美郷温泉　午後10時まで開館

第24回第24回 ●とき　５月29日㈯～６月13日㈰

●イベントに関する問い合わせ
　美郷商工会　☎　 ２５０５
●ほたる情報に関する問い合わせ
　美郷ほたる館　☎ 　 ２８８８

43
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昨年の、ほたる
まつりの様子

美郷ほたるまつり美郷ほたるまつり美郷ほたるまつり

広報誌に広告を掲載しませんか？
「広報よしのがわ」は市内の全世帯に約18,000
部配布されており、大きな宣伝効果が期待され
ます。企業や商品の宣伝に、ぜひご活用ください。
詳しくは、企画財政課（市役所３階）までお問
い合わせになるか、市ホームページをご覧ください。

問い合わせ　☎㉒２２２１　℻  ㉒２２４４
ホームページアドレス
http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/index.asp




